
毛筆書写学習入門期における

書画カメラの運用に関する試み

一視覚的形状の認識と書字動作の理解を主眼として－
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信州大学 二村 紗代上越教育大学大学院市ノ瀬有香

1. はじめに

一問題の所在と本研究の意義一

本論考は、信州大学教育学部の学部授業「書写基礎」

に関する検証考察から得られた、「2台（2方向から）
の書画カメラの同時運用は、毛筆書写学習の運筆に関

わる理解の深化に有効であるJとの結果lに基づいて、

毛筆書写学習入門期の重要な学年にあたる小学校第3

学年の児童が離を示しやすいと推測する 「折れJrは
ねJr払いJの学習を、書画カメラの応用的な活用に
よってどのように深められるか検証するものである。

小林は、中学校国語教員免許状取得希望の学部生を

対象とした授業での毛筆書写学習において、授業者の

運筆を上方から織影することで筆軸の傾きが確認でき

る書面カメラと、授業者の運筆を左側から撮影するこ

とで大畿の「腰」の動きが確認できる書画カメラの双

方を同時に使用することを試みた。本試行のねらいは、

学習指導要領が示す「毛筆を使用して点画の書き方へ

の理解を深め、 まま圧などに注意して書く ことj2 との要

件を、 2台の骨画カメラを用い、上方と側方の2方向

から同時に投影することによって、「筆軸を硬霊堂書字時

より真っ直ぐにすると、~の穂先にまで等圧に筆圧が

かかるので、穂先が効いて、はねや払いが書ける」こ

とへの理解が、書面カメラを使用しない、もしくは書

画カメラをl台だけ使用した学習と比べどのように深

化するか検証する点にある。当該の試行での考察から、

既述のように、毛筆書写学習において2台の書面カメ

ラを用いた上方向と横方向2方向からの同時投影が運

筆に関わる理解の深化に有効であるとの結論を得た。

一方、小林・小池・押木 （2016 )3において、小学校

第l学年の児童を対象に、磁石筆を用いて学習する組

と、鉛tit のみを用いて学習する組とを設け、平仮名か

ら抽出した点画要素の形状がどのように再現されるか

試みた結果、両者は「払いjの認識に差が生じること

と、 「はねJにも同様な傾向が現れることが明らかに
なっている。また、大きく文字が書け、かつ弾力と緩

衝的機能との特性を持つ学習用筆記具（当該研究では

「磁石能J）を使用したことが、運動的な面として収筆
部の「払いJ「止めJの学習に効果をもたらし、点画要素

として取り上げた「はねJにおいても同様の傾向が見
受けられると指摘した。特に、収筆部における上下動

（弾力性）に関しては、 1時間の授業における運用でも、

ある程度の効果は期待できることが明示されている。

本論考では、毛t証書写学習入門期にあたる小学校第
3学年での最初の学習（漢字の基本点画及び点画要素）
において、標記の「払い（左払いと右払い）」「はねJ、
並びに、毛銃の力による運動的な面からの理解が必至

となる 「折れjの学習に関し、 2台の書面カメラを用

いた、上方向と横方向2方向からの同時投影が、学習

者の毛筆の運用に関わる理解に対しどのように寄与す

るか検証を試みたい。「払い（左払いと右払い＞JrはねJ
f折れJを検証対象とした理由には、毛筆書写の学習初
期段階にある学習者にとって、これらは難易度が高い

点画要素であると推測した点も合わせ含んでいる。

ただし、当該学習の展開において、「横方向から」

の映像提示の｜療に「上方向からJの映像提示の記憶が
学習者に残っているとするならば、純粋に「上からJ
と「横から」の比較にはならず、さらには、「上横同

時Jの映像提示の際に「上からj「横から」各々単独
の映像記憶が作用しているとするならば、初見の「上

横同時」の場合と比較する必要がある。本研究は、上

横2方向同時の提示が有効であることの認知的な内

実を明らかにする検証には至っていない点を熟慮し、

「映像なし→上から．→横から→上横同時」との映像

提示が運f医学習に有効であることを主旨に据えた実践

報告とする。また、本研究は学部授業 f書写基礎jで
の検証結果をふまえた点を考慮し、大筆の執筆法や用

筆法に関しては当該授業と同一の設定とする。

なお、本研究は次のように担当の上遂行した。

小林：課題設定／全体総括／授業案作成及び授業実践／

データ検証及び考察

大鹿二村：鰐題設定／データ分析／データ検証及び考察

市ノ瀬：課題設定／データ検証及び考察

2. 授業及び調査の概要と分析方法

調査は、授業を伴うものとして、次の要領で実施し

た。資料として学宵授業案を提示する。
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［授業の実施方法｝

信州大学教育学部附属松本小学校第3学年の児童を

対象に、学部授業 f書写基礎Jと同じく書面カメラ2

台を用いて授業を実施する。授業者 （小林）は教育学

部管理校舎（長野市）で授業を展開する。当該の授業映

像は教育学部のZoom IDを用いて、附属松本小学校第

3学年の教室（松本市）へオンタイムで配信し、教室ス

クリーン（書面カメラ l台にl枚計2枚）に投影する。
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2. 1 授業の概要

［控業実施校友び対象児童数｝

信州大学教育学部附属松本小学校

3年東組35名 3年西組35名 （授業出席者数）

［捜業日友び授業内容｝

3年西組： 2021 （令和3）年6月1日 I～2時限

「漢字の筆使い 「おれ」と「はね」（「月J)J

3年東組： 202 1（令和3）年6月4日 l～ 2時限

「漢字の筆使い「左はらいjf右はらいJ
（「人」）J



図1 オンラインによる授業配信と2台の書画カメラ①

（右 ：授業者の運筆を上方からj撮影する書面カメラ
左 ：授業者の運筆を左側から媛影する書面カメラ）

図2 オンラインによる授業配信と 2台の書面カメラ③

図3 授業風景I（右下：上方から績影の書面カメラ画商
左下： ；左側から撮影の書画カメラ画面）

図4 授業風祭JI （「図1J のモニター箇菌）

2. 2 調査の概要

［調査（授業）内容及び方法］ ※「おれ」の場合で例示

1 右肩上に3種類の色で「lJl2J「3」の番号を附し
た半紙3枚と白紙の半紙2枚の計5枚と A4版硬

筆用紙（上段に 2cm 四方のマス、下段に感想記入

欄を設定） 1枚を配布する。

2 硬筆用紙に鉛筆を用いいつもの書き方で1回

「月Jと書いてみる。（消しゴムは用いず、書き直
さない。）

3 本時は、「月jの中でも特に「横画Jとfたて画」
の組み合わせ＝画の途中（「おれJ）について学習
することを伝え、本時の学習内容を意識づける。

4 「月Jの2画めの送筆部は「おれ」であることを
確認し、授業者が大筆で書いた f月」（2画めのみ
朱墨で揮牽）を提示する。

5 「4」で確認した、 朱墨で揮基した「おれ」のみ

「半紙lJ に試し書きする。教科書は見ない。

6 教科書〔※使用教科書『書写三年J（光村図書）〕
を用いて、「おれjで毛筆が「止まれjと止まって

いることに注目させ、「おれjをイメージさせる。

7 「おれJを授業者に倣って学習者が空書する。
8 上方からの書画カメラを画面共有し、教科書を用

いて姿勢と大祭の持ち方を確認する。

9 「8」の書画カメラで教科書の「おれ」を投影し、

穂先がどこを通るか確認する。その上で、実際に

指で、なぞってみる。

10 上方からの書画カメラで「おれjの示範を投影し、

実際の運筆を確認した後、 f半紙2」に書く（1回）。
11 側方からの書画カメラで「おれ」の示範を投影し、

実際の運筆を確認した後、「半紙3」に書く（1回）。

12 上方からと側方からの2台の書画カメラを同時 に起

動させて「おれ」の示範を投影し運筆を確認した後、

各自が右肩上に「OJを附した半紙に書く（1回）。
13 番号がついていない半紙に練習する。

14 〔※「はねjに関しでも同様に学習を展開した後

で〕硬筆用紙に本時の学習を生かして鉛筆にて

f月」と書いてみる。
15 授業の感想を書く。

注）「はね」「左はらいj「右はらい」は筆圧の学習が入る。

2.3 調査結果の分析方法

先述の調査で得られた半紙及び硬筆用紙のデータに

ついて、以下の分類項目のうち、最も近いものに分類した。

2.3. 1 「折れJrはねJ「左払いJ「右払L、Jの分析方法
（※磁畿での分析方法は毛畿での場合に準じるの）

［毛筆 「折れJ]

「折れJ：左上方約45度からの起筆で、送筆の途中で
止め方向転換する40
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「丸みJ：送主義の途中で止めている様子が見られず、丸
みを帯びる。

「ニ画」・転折部で線が完全に分荷量している様子が見ら

れる。また、縦画を書く際の穂先が上に出て

いるものは「二画Jとして判断する。
「誤記等」 ：提示した謀題が脅かれていなし、

（※「誤記等」は他の用策においても同じ意

味を示す）

［毛筆「はねJ]

「はねJ：筆先をそろえ左上方に短くはねる九
「丸み」：「はねJに入る部分で毛筆を立て直す様子や

一旦止まっている様子が見られない。

「折れてー画」：収筆部まで雄圧が一定である。また、

収筆部で毛鐙が止まっている。

「二度書き」 ：半紙の裏側を見た際、墨量が急激に変化

している。または、毛筆をつきなおして

いる様子が見られる。

（※f二度害きJは他の用筆においても同
じ意）

「飛び出しj：縦面の途中から穂先のみが出て 「はねJ
の形を模している。

「ずらしJ：毛筆の腹辺りから鑑圧が弱く なっている様
子が見られる。また、毛筆を立て直してい

る様子が見られない。

「返し」：毛室長を立て直している様子が見られない。ま

た、絵筆のように毛筆を返して 「はねJの形
を模している。

Ii¥ ぴ・:J:. し 〆すらし

図5 rrはねJ毛筆jの分析例
｛毛筆「左払いJ]

丞し

「払い」 ：中央部を過ぎたら低圧を徐々に緩め、筆先を

まとめながらゆっくり払う九

「止め」：収筆部が押さえであり、払う様子が見られな

い。収築部より起tp: 部の方の室長圧が強い。

「筆圧が一定」 ：筆圧が抜けきらず、「払い」の部分ま

で線の太さが一定である。

「飛び出しJ：緩の太さが一定であり、収筆部のみに払
いの形が見られる。

「止めて払いJ：止まっている様子が見られる。急に線
が細くなっている。

「線の強化」：収筆部にかけて徐々に線が太くなってい

る様子が見られる。

［毛筆「右払し、J]

「払いJ：筆先をまとめながらゆっく り右横へ払う 30

「止めJ：収筆部が止まっている。また、止めた後の線
が細くなっている。

「止めて直線」：止まった後太さが一定の直線であり、

収筆部が 「止め」である。

「はね」：止まった後に線が上がる様子が見られる。

「止めて一定」：止めた後に払われているが、線の太さ

が一定である。

「止めて払いJ :f止めて直線Jと同じ形であるものの、
収筆部に 「払いJが見られる。収筆部
では筆圧が抜き切れている。「止めJ
の後、水平方向に進んだ後、払う。

「飛び出し」 ：線が急に細くなっている。

「丸み」：止まっている様子が見られず、線が流動的で

ある。収筆部は「払いjになっている。

「線が一定J：払っておらず、止まっている様子が見ら
れない。また、線の太きが一定である。

「線の強化J：徐々に線が太くなっており、収筆部は払
われていない。

図6

「f右はらいJ
毛筆jの分析例

2.3.2 感想の分析方法

感想の分析は、授業内に記入した感想を用いる。 こ

れらの感想を、 「書画カメラに関する記述J、「教材・授
業内容に関する記述」、「点画の難易度に関する記述」、

「書くことへの意識に関する記述Jの4項目に分類し、
書面カメラの効用や学習者の意献について分析した。

3. 調査結果の概要と考察

「2Jでの分析から得た結果の要点をまとめる。各表
中、顕著な特徴を有するものは強調網掛け文字で示す。

3. 1 毛筆「折れ」に関する分析結果と考察

表 1 毛筆 「折れJに関する分析結果 （%）

分類項目
1①書画カメラ 'l＇望書凶カメラ 2舎菌加 1~書画カメラ

なし l方向（上方向） l方向（横方向） 2方向

折t1. 69.0 69.0 65.5 89.7 
圃

丸み 'lfJ.7 31.0 24.l 6.9 

ニ爾 6.9 。 103 I 3.4 

「表1Jの① と④で．基滋とする「折れ」の形で書い
た割合が4種の用筆中最も高いのは、「折れJの離易
度が他の3種の用筆より低いためと推考する。「折れJ
では、横方向からのカメラで畿圧の変化を確認したこ

とに加え、上横2方向のカメラで毛鋒全体の動きが確
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認できたことによって基準とする形の割合が増加した

ことから、上方向と横方向2方向からのカメラによる

同時投影は書字動作の理解につながると考えられる。

3.2 毛筆「はねjに関する分析結果と考察

表2 毛筆「はねJに関する分析結果（%）

分類項目
①書干画カメラ ②書画カメラ ③書画カメラ ④書画カメラ
なし l方向（上方向） l方向（機方向） 2方向

はね 55.2 48.3 72.4 51.7 

丸み 。 。 3.4 。
折れて一酉 3.4 10.3 6.9 。
二度舎き 24.l 24.l 3.4 3.4 

飛び出し 6.9 6.9 6.9 13.8 

ずらし 6.9 6.9 。 6.9 

返し 。 3.4 6.9 24.J 

「表2J①において基準の形で書く割合が最も高いの
は、横方向から見ることで毛筆の弾力性が確認できた

ためと考える。 「はね」は、④での割合は減じるが③で

基準の形で書く割合が増大していることから、「はね」

の書字動作自身の難易度は高い一方、毛筆の動きに関

しての書面カメラによる学習効果も高いといえる。

3. 3 毛筆「左払いJに関する分析結果と考察

表3 毛筆「左払いjに関する分析結果 （%）

分類項目
①書画カメラ ②書画カメラ ③空事函カメラ ④番困カメラ

なし l方向（上方向） 1方向｛検方向） 2方向

払い 20.7 41.4 58.6 62.l 

止め 17.2 6.9 3.4 。
＊圧が一定 10.3 20.7 。 17.2 

飛び出し 27.6 17.2 20.7 172 

止めて払い 6.9 。 10.3 。
線の強化 6.9 。 。 。
f左払い」は4種の用筆で唯一「表3Jの①から④に
かけ基準とする形で書く割合が増加し続けたことから、

「左払いJは2台の書画カメラを用いた、上方向と横
方向2方向からの同時投影の効果が最も高いと考察す

る。併せて、児童にとって、授業者の数値を用いた筆

力性には着視できたが毛筆全体の動きまで情雌できな

かったところ、④で上方向からの映像が加わることで、

毛筆自体の動きに関する理解が促せたためと考える。

表4 毛筆 I右払いJに関する分析結果（%）

分類項目 ①舎画カメラ ②害関カメラ ③害函カメラ ④草書面カメラ
なし I方向（上方向） I方向（検方向） 2方向

払い 6.9 44.8 37.9 34.5 

止め 3.4 10.3 。 13.8 

止めて直線 。 6.9 。 3.4 

はね 6.9 6.9 6.9 3‘4 

止めてー定 3.4 10.3 。 10.3 

止めて払い 。 。 10.3  13.8 

飛び出し 。 6.9 3.4 3.4 

丸み 20.7 6.9 27.6 13.8 

線が－~ 48.3 6.9 10.3 3.4 

線の強化 6.9 。 。 。

3.5 硬筆データに関する分析結果と考察

表5 硬筆「折れJに関する分析結果（%）

分類項目

折れ

鋭角

①毛筆学習前

90.6 

0 

②毛主在学習後 ｜（$鉛畿の持ち方
確認後

87.5 

12.5 

表6 硬筆［はねJに関する分析結果（%）

分類項目 ①毛当主学習前 ②毛筆学習後 ③鉛畿の持ち方
確惚t長

はね 71.9 81.8 71.9 

横はね 12.2 6.3 9.4. 

止め 6.3 9.4 9.4 

祈れてー薗 。 。 。
直線 。 。 。
表7 硬策 「左払いJに関する分析結果（%）

分類項目 ①毛築学習前 ②毛築学習後 ③鉛室長の持ち方
｛確認後

払い 54.5 66.7 60β 

止め 27.3 18.2 18.2 

丸み 。 3.0 3.0 

lまね 6.1 。 3.0 

止めて払い 3.0 6.1 6.1 

庄の変化に関する助言と書画カメラの映像が結びつけ 表8 硬筆 I右払いjに関する分析結果 （%）

やすかったことも功を奏しての結果とも考えられる。

3.4 毛筆 「右払いJに関する分析結果と考察
「表4J①で「線が一定jの割合が最も高いものの②
で減少するのは、上方向からの映像を見たこ との効用

であり、③で「丸み」の割合が高いのは、横方向から

の映像によって筆圧の変化は理解できたものの、毛筆

全体の動きまでは把握できなかったためと推察する。

また、 ④で 「止めて一定Jや「止めて払い」の割合
が増加するのは、③で横方向の映像によって毛筆の弾

分類項目 ①毛筆学習前 ②毛主在学習後 母万品主監の持ち方
確認後

払い 42.4 48.5 57.6 

止め 33.3 18.2 12.l 

止めて直線 6.1 9.1 3.0 

Iまね 。 6.1 9.1 

丸み 。 15.2 18.2 

下がり 3.0 3.0 。
「表SJから「表BJの硬筆のデータに関する分析結

果から、「右払い」以外の3項目は、毛筆学習前から毛
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筆学習後にかけて基準とする形で書けるようになる割

合が増加するが、鉛筆の望ましい持ち方を確認した後

では、その割合が減少することがわかる。このことか

ら、書画カメラ2方向による毛筆学習の効果は硬筆学

習にも反映する一方、鉛筆の望ましい持ち方によって

書字活動を遂行するには、書面カメラの運用法を検討

する前に、筆記具の持ち方と書字との関係に特化した

学習が必要であると考える。さらには、①から③を通

して、 「右払い」は他の3項目よりも基準の形で書け
る割合が低い実情から、 「右払い」の難易度の高さと、

「右払い」に特化した学習指導の必要性が認識できる。

3. 6 授業後の感想に関する分析結果と考察

当該の感想、は、児童各人の記述内容を要素ごとに分

割し、「＠書画カメラに関する記述」、「⑧教材 ・指導に

関する記述」、「＠点画の難易度に関する記述j、r＠書
くことへの意識に関する記述」の4項目に分類した。

＠は全児童の70.1% が記述したことから、書面カメ

ラの使用は児童にとって印象的な学習活動といえる。

特に＠に該当する児童の83.0%が2台の書画カメラ使

用が学習理解につながった旨を記しており、書画カメ

ラを2台用いたことの効用が把握できる。一方、書面

カメラ 2台の2方向同時投影について、 rzつのカメ
ラの時は、どうじにみないとちがいがわからなかった

からたいへんだ、った。J（※本人記述のママ．以下同じ）
との記述もあり、書面カメラ2台による2方向同時投

影に関しては特段の配慮が必要であることがわかる。

⑤⑤では、児童の感想、の中に、特に「左払い」f右
払い」は難易度が高いとの記述が見られる。この記

述内容に 「3.3J及び「3.4」での考察を合わせ考える

と、児童にとって「左払い」「右払い」の筆圧の変化

の実現は難しいとの実態が推察できる。一方、⑥に関

しては、「右はらいは1→2→3→2→l、左はらいは

3→2→lだと知れてよかった。Jとの感想があること
から、毛筆の動きや筆圧の変化については理解ができて

いるといえる。すなわち、書字動作を実践する難易度は

高いが、知識として習得できたことは把握でき、これは

書画カメラを用いたことの効果であると推考できる。

。での、「そのかきかたをおぼえきおつけたいで

す。」「書きかたをおぼえれてよかった。うれしかっ

た。」との記述から、書面カメラを用いた学習は、児

童の書字することへの意識や学習意欲を向上させるも

のであると考えられる。

4. 展望と課題

「3Jから、毛筆書写学習入門期にあたる小学校第3

学年での「払い（左払いと右払い）J「はね」「折れ」の
学習に関して、 2台の書画カメラを用いた、上方向と

横方向2方向からの同時投影が、学習者の毛筆の運用

に関わる理解の深化に有効で、あると考えられる。

ただし、最初から書画カメラが2台（2画面同時に）
設定されているとの状況になると、児童は双方の画面

を見ょうとして視点が定まらなくなり、却って要件を

見逃すおそれがある。そのため、例えば本授業で実施

したように 「①上方向からの書画カメラで要点と示範

を確認してから書く→②横方向からの書画カメラで要

点と示範を確認してから書く→③2方向からの書画カ

メラで同時に要点と示範を確認してから書く」との段

階を設け、 JI！買を追って学習のポイントを明示すること

に配慮した方がよい。 2方向同時の投影が逆に視線の

焦点化を妨げる要因となってしまい、学習のポイン ト

が解り難くならないための工夫としては、①②③それ

ぞれの段階において同じ運筆を3回繰り返して示範し

上横両方向からの要件理解を促すのも効果的である。

また、横方向からの書画カメラに映る背景は極力無

地にした方が、学習のポイントに集中でき、学習者に

とって要件が理解しやすい学習環境を整えられる。

本論考から、毛筆書写学習入門期に、 2台の書面カ

メラで上横2方向から 同時に投影することによって得

られる教育効果は大きいと考えられる。 しかし、 2台

の書画カメラを同時に使用するとの、授業者サイドの

作業面に関する大変さ煩雑さが伴うのも事実である。

書画カメラ2台の同時運用（書画カメラ2方向からの

同時投影）が気軽に実現できる機器の開発を万望する。
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